
ご
挨
拶
に

先
立
ち
、
多

数
の
尊
い
人

命
を
奪
い
、

今
な
お
苦
し

み
と
哀
し
み

が
つ
づ
く
未

曾
有
の
大
震

災
か
ら
、
ほ

ど
な
く
一
年

が
経
と
う
と

し
て
い
る
今
、

災
禍
に
立
ち
向
か
い
、
自
分
の
た
め
に
そ
し
て
人
の
た
め
に

懸
命
の
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
人
々
の
姿
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち
も
い
ま
す

が
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
強
い
絆
に
結
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
互
い
の
命
を
大
切
に
し
て
、
互
い
の
愛
と
慈
し
み
に
包
ま

れ
て
、
復
興
の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
建
物
な
ど
形

あ
る
も
の
が
壊
滅
し
ま
し
た
が
、
東
北
に
人
々
の
心
に
あ
る

伝
統
・
文
化
は
必
ず
復
興
す
る
と
確
信
し
ま
す
し
、
東
北
の

復
興
は
日
本
の
伝
統
・
文
化
の
復
興
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
に
ご
活

躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
素
は
、
本
校
教
育

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
同
窓
会
報
第
二
一
号
を
発
行
さ
れ
ま

す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
度
よ
り
、
異
動
に
よ
り
母
校
光
泉
中
学
・
高
等
学
校

の
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
本
会
の
名
誉
会
長
も

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
十
年
間
、

校
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
、
馬
場
勲
前
校
長
は
学
園

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

本
校
は
、
21
世
紀
の
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
や
、
同

時
に
新
約
聖
書
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
の
聖
句
「
地
の
塩
、
世

の
光
」
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
63
年
、

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
５
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
窓
会
会
長
と
い
う

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
3
月
に
は
、
未
曾
有
の
「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、一
刻
も
早
く
復
興
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
母
校
の
様
子
で
す
が
、
教
職
員
の
皆
様
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
の
結
果
、
進
学
校
と
し
て
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
。
部
活
動
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
放
送
部
は
全
国
大
会
出

場
決
定
、
男
子
テ
ニ
ス
部
は
全
国
選
抜
大
会
出
場
決
定
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
は
４
年
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定
、
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
９
連
覇
達
成
な
ど
、
進
学
面
・
部
活
動
面
と

も
に
、
め
ざ
ま
し
い
飛
躍
を
遂
げ
て
県
内
屈
指
の
私
学
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
母
校
の
隆
盛
は
、同
窓
会
・
同
窓
生
に
と
り
ま
し
て
、

こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
校

は
、
今
ま
で
約
５
０
０
０
名
も
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
現
在
多
く

の
方
々
が
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
で
は
、
近
況

報
告
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
毎
年
夏
に
母
校
で
懇
親
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
盛
大
な
懇
親
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
今
、
世
間
で
は
、
不
景
気
か
ら
広
が
る
雇
用
問
題
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
荒
波
を
超
え
、
将
来
立
派
な
人
間
と
し
て

社
会
で
飛
躍
で
き
る
人
間
形
成
、
つ
ま
り
は
教
育
に
対
す
る
期
待

や
関
心
も
大
き
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
に
進
学
率
と
い
う

表
面
的
な
数
字
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

こ
の
草
津
の
地
に
開
校
し
ま
し
た
。

以
来
本
校
は
24
年
の
歴
史
を
刻
み
続
け
、
こ
れ
ま
で
に
五
千

人
を
超
え
る
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
卒
業

生
の
皆
さ
ん
の
な
か
に
も
、
い
よ
い
よ
社
会
の
中
核
を
担

う
年
代
に
達
せ
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
企
業
・
団
体
や
地
域
、

学
校
な
ど
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
ま
す
ま
す
「
光

泉
パ
ワ
ー
」
が
発
揮
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
心
よ
り
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
本
校
の
在
校
生
は
、
近
年
、
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
、

目
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

地
域
か
ら
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の

成
果
と
実
績
は
本
誌
の
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

本
校
が
、
中
学
・
高
校
の
学
習
を
し
っ
か
り
や
り
た
い
、
と

明
確
な
目
標
を
持
ち
な
が
ら
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
教
職
員
は
、
生
徒
た
ち
の

学
力
を
高
め
、
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に
、
ま
た
生
徒
が
め

ざ
す
進
路
の
実
現
の
た
め
、
「
授
業
力
」
「
進
路
指
導
力
」

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
授
業
研
究
に
よ
る
講
義
内
容
の

向
上
、
電
子
黒
板
な
ど
の
教
育
支
援
機
材
の
駆
使
な
ど
、
効

果
的
な
手
法
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
の

学
業
成
績
や
各
種
模
擬
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
一
人
ひ
と
り
の
進
路
目
標
の
実
現
の
た
め
計
画
的
、

組
織
的
、
継
続
的
に
進
路
指
導
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
短
期
留
学
・
交
換
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
継
続
し
、

国
際
人
の
育
成
の
契
機
と
な
る
時
と
場
も
確
実
に
提
供
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
母
校
は
そ
の
教
育
内
容
や
手
法
を
今
ま
で
以

上
に
高
度
化
し
、
年
々
生
徒
数
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
、
ま
す

ま
す
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
創
成
期
か
ら
黎
明
期
に
入
り
、

光
泉
の
伝
統
と
文
化
を
構
築
し
、
自
信
と
誇
り
持
っ
た
学
園

づ
く
り
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
卒
業
生
が
新
た
に
同
窓
生
と
な
り
、
お
世
話
を
お
か
け

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
同
窓
生
皆
様
方
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
会
の
一
層
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

の
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
第
一
に
キ
リ
ス
ト
精
神
に
基
づ
く
人
格
形
成
で
す
。

本
校
は
、
県
内
で
も
有
数
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
で
す
。

聖
書
か
ら
の
教
え
を
、
多
く
の
生
徒
た
ち
に
吸
収
し
て
も

ら
い
、
心
の
教
育
の
手
助
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
第
二
に
三
位
一
体
の
取
り
組
み
で
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

は
、
現
場
の
先
生
方
や
保
護
者
の
皆
様
だ
け
に
お
任
せ
す
る
の
で

は
な
く
、
我
々
、
同
窓
生
も
今
後
の
“
光
泉
教
育
”
と
い
っ
た
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
第
三

に
、
同
窓
生
に
よ
る
光
泉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。
今
後
と

も
、
毎
年
行
わ
れ
る
同
窓
会
・
総
会
な
ど
を
通
じ
て
、
学
年
の
絆

を
超
え
た
縦
と
横
の
繋
が
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
卒
業
後
も
母
校
へ
の
協
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
創
立
当
初

か
ら
の
目
標
で
あ
る
“
滋
賀
に
光
泉
あ
り
！
”
と
い
う
大
き
な
夢

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
間
の
輩
出
、
将
来
に
つ

な
が
る
知
識
と
精
神
の
育
成
を
目
指
し
、
我
々
同
窓
会
は
、
「
将

来
に
つ
な
が
る
光
泉
教
育
の
実
現
」
を
合
言
葉
に
、
学
校
側
・
保

護
者
の
皆
様
と
協
力
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
こ
と
は
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
な
く
て
は
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
光
泉

高
校
発
展
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り

ま
す
様
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

校
長
挨
拶

会
長
挨
拶

校
長
　
馬
場
　
健

会
長
　
和
田
　
充
史

2011年12月26日、毎日放送ちちんぷいぷ
いの『学校へ行こっ！』のコーナーで、光泉高等
学校ラグビーフットボール部の取材が放映さ
れました。
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項目 予算 前年度決算 前年度予算 備考

収入の部

前年度より繰越 2,773,962 2,567,277 2,567,277 

19期 生 会 費 1,710,000 1,926,000 1,926,000 285名(H22年3月卒業)

懇 親 会 費 50,000 44,000 60,000 

預 金 利 息 800 435 500 

収 入 合 計 4,534,762 4,537,712 4,553,777 

積み立てを引いた額

支出の部

会 報 発 行 費 150,000 200,000 150,000 

通 信 費 650,000 600,000 550,000 

事 務 費 100,000 45,800 60,000 封筒印刷、振り込み手数料

総 会 懇 親 会 費 250,000 217,950 250,000 

慶 弔 費 100,000 0 100,000 

事 業 費 1,000,000 150,000 1,000,000 

積 立 金 550,000 550,000 550,000 

予 備 費 1,734,762 0 1,893,777 

翌 年 度 繰 越 金 2,773,962

支 出 合 計 4,534,762 4,537,712 4,553,777 

平成22年度　聖パウロ学園同窓会　決算報告書平成23年度　聖パウロ学園同窓会　予算案
項目 予算 決算 増減 備考

収入の部

前 年 度 よ り 繰 越 2,567,277 2,567,277 0 

18 期 生 会 費 1,926,000 1,926,000 0 321名（H21年3月卒業）

懇 親 会 費 60,000 44,000 －16,000 44名

預 金 利 息 500 435 －65 

収 入 合 計 4,553,777 4,537,712 －16,065 

支出の部

会 報 発 行 費 150,000 200,000 －50,000 

通 信 費 550,000 600,000 －50,000 

事 務 費 60,000 45,800 14,200 振り込み手数料、タックシール代

総 会 懇 親 会 費 250,000 217,950 32,050 

慶 弔 費 100,000 0 100,000 

事 業 費 1,000,000 150,000 850,000 

積 立 金 550,000 550,000 0 

予 備 費 1,893,777 0 1,893,777 

翌 年 度 繰 越 額 2,773,962 

支 出 合 計 4,553,777 4,537,712 16,065 

平成23年8月21日

以上、相違ありません。　　平成23年8月22日　　　　　会長　　和田　充史 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計　　土田　智史 ㊞

2,773,962円を平成23年度に繰り越します
＊この他に別途積立金が、郵便局の定額貯金で 3,066,000円あります。

監査の結果、相違ないことを認めます。　平成23年8月22日　　　会計監査　　小倉　雅文 ㊞

本
年
度
の
総
会
は
、8
月
21
日

（
日
）
に
50
名
あ
ま
り
の
人
数
を

集
め
て
、母
校
チ
ャ
ペ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、西
澤
氏（
1
期
生
）の

司
会
進
行
で
、和
田
会
長
の
挨
拶

と
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
本
年

度
の
事
業
計
画
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、事
務
局
の
外
部
委
託
に

つ
い
て
会
長
よ
り
お
話
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、引
き
続
き
会
長
か
ら

昨
年
度
の
決
算
報
告
と
本
年
度

の
予
算
の
説
明
が
な
さ
れ
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
22

年
度
決
算
と
23
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
別
表
参
照
）
。次
に
田
中
参
与
よ

り
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
食
堂
に
移
し
、

懇
親
会
へ
と
移
ま
し
た
。
和
田
会

長
、馬
場
校
長
先
生
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
母
校
の
近
況
報
告

と
し
て
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
の
観
覧
、

出
席
教
員
の
紹
介
、
山
川
教
頭

先
生
よ
り
乾
杯
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
休
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
い
た
だ
い

た
先
生
方
と
昼
食
を
と
も
に
し
な

が
ら
旧
交
を
温
め
る
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
…
馬
場
、
山
内
、
田
中
好
、
中

西
、瀬
津
、北
口
、鶴
房
、田
中
寿
、

梶
本
、古
澤
、塚
田
、稲
田
、斎
藤
、

高
城
、竹
中
、西
澤
、窪
田
、）

今
年
も
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
開
催

さ
れ
、
豪
華
商
品
を
ゲ
ッ
ト
す
る

た
め
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
熱

く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。和
田
会

長
は
、こ
の
よ
う
な
同
窓
会
の
活

動
を
通
じ
て
、
今
後
の
母
校
の
発

展
の
た
め
に
同
窓
会
を
も
っ
と
充

実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、そ
の
た
め
に
は
ま
ず
こ

の
総
会
・
懇
親
会
に
多
く
の
方
々

の
出
席
を
お
願
い
し
た
い
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

聖
パ
ウ
ロ
学
園
同
窓
会

総
会
及
び
懇
親
会
報
告

懇親会のお料理です!!
最後はぜんぜん残っていま
せんでした。

懇親会の様子。参加してくれたみんな
です。年々人数が増えてきています。
盛り上がっていますね!!
このままでは食堂に入りきらないかも
……？

豪華商品です!!
会費1000円で
何倍もの商品を
ゲット

同窓会ならではの、懐か
しの再開!!
近況報告やらいろいろ
積もる話ができました。

豪華商品を獲得された方々です。なかには本校の教員も……　有効に使ってくださいね

総会での会長のお話

同窓会事務局より　①会員の増加に伴い、同窓会の変革が求
められています。ホームぺージの活用や、メールによる情報交換などの

検討を進め、経費削減を図りながら、有意義な同窓会活動を展開してい

きたいと考えています。ご協力お願いします。

②同窓会総会および懇親会での様子や同窓生の様子をホームページに掲

載します。そこで同窓生の方には写真や名前の掲載許可をお願いします。

掲載に差支えがある場合は、事務局までご一報いただければ掲載いたし

ません。ご協力おねがいします。なお、平成15年度以降の卒業生の方に

は卒業時に同意書をいただいております。

③同窓会会報の記事として活躍する同窓生を紹介しています。光泉中

学・高等学校の卒業生でプロ・アマ、分野を問わず、活躍している人を

広く募集しています。同窓生の中で、知人・友人にさまざまな分野の中

で活躍している人がいましたら、同窓会事務局までご連絡下さい。ご協

力をよろしくお願いします。

URL：http://www.kousen.ed.jp/high/ala/
Mail：dousoukai@kousen.ed.jp
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11月5日、高校文化祭を実施しました。
今年のテーマは「1007人1007色～がんばろう光泉～」で、各
クラスがパフォーマンス、劇、映像などを体育館のステージで発
表しました。ダンスパフォーマンスをはじめ、しっかりと完成され
た劇、アイデアを凝らしたパフォーマンス、ステージでの劇と映
像とを見事に融合させた作品など、生徒たちは趣向を凝らした

発表で、クラス対抗で得点を競い合いました。

9月27日、高校が体育大会を実施しました。
天候が心配されましたが、曇り空のなかでも、クラス単位で得
点を競い合って大いに盛り上がった体育大会になりました。
各クラスから代表が出場した50ｍ走や100ｍ走では学年入
り混じっての接戦となり、特に2人3脚リレー、400mリレー、ク
ラス対抗リレーでは応援にも熱が入りました。また、15人16

脚やクラス全員が参加する大縄跳びでは、各クラスのチームワークが見せどころとなりました。

修学旅行高校2年生
北海道

文化祭大体育 会

● 硬式野球
第93回全国高等学校野球選手権滋賀大会
1 回 戦　光泉　5-4　八幡工

2 回 戦　光泉　6-3　綾羽

3 回 戦　光泉　9-4　甲西

準々決勝　光泉　0-3　近江兄弟社 ベスト8

● 男子バレーボール
光泉　2-1　日野　／　光泉　0-2　草津東

● 剣道
＜男子団体戦＞
　光泉　0-4　八幡
＜男子個人戦＞
　４回戦進出　小川 剛弥君（2-5）
　５回戦進出　中井 　亨君（2-5）

● サッカー
光泉　0-4　守山北

● 卓球
＜男子団体戦＞
　光泉　3-0　堅田　／　光泉　2-3　伊香

秋季総体

< 男子個人戦 >
　ベスト８進出　芦田 遥一朗君（1-7）
芦田君は12月26日から和歌山県で行われる

「第26回近畿高等学校新人卓球大会」への
出場を決めました。

● バドミントン 
<男子団体戦>（２部トーナメント）
　2 回戦　光泉　3-2　瀬田工業 
　準決勝　光泉　3-1　米原
　決　勝　光泉　1-3　八日市
<女子団体戦>
　光泉　1-4　比叡山
 　<個人戦>（近畿高等学校滋賀予選）
　　５回戦進出　　植谷 勇日君（2-4）
植谷君は11月18日から神戸市で行われた

「第59回近畿高等学校バドミントン選手権
大会」に出場しました。

● 女子バスケットボール
光泉　61－66　東大津

● 将棋
<男子個人戦>
ベスト８進出　織田 浩行君（2-9）

部活動戦績 行事アラカルト

中・高　地震避難訓練

中・高　曾野綾子先生講演
「世界の中の日本」高校　分野別模擬授業

高校　短歌教室 中・高　俳句会

高校　学部学科別進路説明会

2011年
　　　9月5日〜9日
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た
ち

16
期
生

　高
木
孝
介

第
5
回
目
と
な
る「
か
が
や
く
ひ
と
」で
は
、光
泉
で
は
じ
め
て

の
現
役
京
都
大
学
合
格
者
で
、現
在
京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル

ギ
ー
科
学
研
究
科
所
属
す
る
高
木
孝
介
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は

非
常
に
恐
縮
で
し
た
。過
去
に
書
か
れ
た
方
々
は
、皆
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
明
確
に
持
っ
て
進
ん
で
こ
ら
れ
て
い
た
。対
し
て
、光

泉
を
卒
業
し
て
か
ら
の
僕
は
、迷
っ
て
ば
か
り
の
人
生
で
し
た
。け
れ

ど
、こ
ん
な
僕
だ
か
ら
こ
そ
少
し
違
っ
た
角
度
か
ら
書
い
て
み
よ
う

と
、そ
う
思
う
わ
け
で
す
。

大
学
に
入
っ
て
か
ら
の
僕
は
、と
て
も“
自
由
”で
し
た
。総
合
人

間
と
い
う
学
部
で
、何
を
や
っ
て
も
よ
い
、好
き
に
し
ろ
っ
て
い
う
方

針
だ
っ
た
の
で
、
周
囲
も
含
め
自
分
の
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
学
部

時
代
を
生
き
ま
し
た
。も
と
も
と「
自
分
の
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

を
見
定
め
た
い
」と
の
意
気
込
み
で
入
学
し
た
も
の
だ
か
ら
、あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
手
を
付
け
ま
し
た
。高
校
時
代
よ
り
好
ん
で
い

た
数
学
・
物
理
に
加
え
、社
会
学
に
経
済
学
、国
際
関
係etc

…
。

文
理
の
境
な
く
、
幅
広
く
、で
す
。ま
た
勉
学
の
外
で
も
、
予
算
を

も
ら
っ
て
イ
ベ
ン
ト
企
画
し
た
り
、マ
レ
ー
シ
ア
で
土
木
作
業
し
な

が
ら
子
ど
も
と
戯
れ
た
り
、バ
イ
ク
で
小
旅
行
し
た
り
。思
い
返
せ

ば
、色
ん
な
こ
と
や
っ
て
充
実
し
て
い
た
な
と
は
思
い
ま
す
。た
だ
、

一
つ
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。要
は
、自
由
っ
て

い
う
の
は
諸
刃
の
剣
で
、何
で
も
で
き
る
け
ど“
何
も
保
証
さ
れ
な

い
”と
い
う
当
然
の
性
質
が
あ
る
。医
歯
薬
系
な
ら
、自
由
度
の
な

い
既
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
す
こ
と
で
、国
家
資
格
と
い
う
揺

る
ぎ
な
い
成
果
に
辿
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。そ
う
で
は
な
く
、全
て

を
自
分
の
裁
量
で
自
由
に
選
択
で
き
る
の
な
ら
、そ
の
結
果
を
定

義
で
き
る
の
も
自
分
以
外
に
い
な
い
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、自
分
は

将
来
何
を
目
指
し
て
一
つ
一
つ
の
行
動
を
と
る
の
か
、と
い
う
羅
針

盤
と
し
て
の“
目
標
”が
絶
対
に
必
要
に
な
る
。こ
ん
な
当
た
り
前
の

こ
と
を
、僕
は
ち
ゃ
ん
と
自
覚
で
き
て
い
な
か
っ
た
。だ
か
ら
、大
学

生
活
の
後
半
に
な
っ
て
、こ
れ
ま
で
の“
何
と
な
く
”の
選
択
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。4
回
生
の
始
ま
り
あ
た
り
が
一

番
無
気
力
で
、こ
の
ま
ま
じ
ゃ
何
者
に
も
な
れ
な
い
し
、何
で
俺
生

き
て
ん
だ
ろ
う
っ
て
心
持
ち
で
し
た
ね
。学
生
の
立
場
に
、親
の
支

援
。色
ん
な
限
り
あ
る
資
源
を
無
意
味
に
食
い
つ
ぶ
し
て
る
だ
け
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

そ
ん
な
僕
に
と
っ
て
転
機
の
一
つ
が
、6
月
の
光
泉
で
の
教
育
実

習
で
し
た
。怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、大
好
き
だ
っ
た
数
学

を
教
師
の
立
場
か
ら
見
て
み
た
い
、と
い
う
単
純
な
興
味
が
教
職

過
程
履
修
の
も
と
も
と
の
動
機
で
し
た
。そ
し
て
、何
と
か
気
持
ち

を
奮
い
立
た
せ
て
挑
ん
だ
授
業
は
、理
屈
の
ご
り
押
し
で
教
え
よ

う
と
し
て
生
徒
を
混
乱
さ
せ
た
こ
と
で
、出
鼻
を
盛
大
に
へ
し
折
ら

れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。自
分
の
考
え
の
小
さ
さ
に
心
底
凹
み

ま
し
た
ね
。し
か
し
、こ
ん
な
僕
に
も
か
ま
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
い
て
、

朝
早
く
か
ら
勉
強
を
教
え
て
く
れ
と
頼
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
い
た

ん
で
す
。彼
ら
の
存
在
は
、自
分
に
と
っ
て
大
き
な
心
の
支
え
に
な

り
ま
し
た
し
、「
彼
ら
の
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
思
い
が
腹
の
底
か

ら
湧
い
て
来
ま
し
た
。そ
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
、2
週
間
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
何
と
か
走
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
経
験
か

ら
、僕
は
人
の
役
に
立
と
う
と
思
っ
た
時
エ
ン
ジ
ン
が
入
る
ん
だ
な
、

と
再
確
認
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
個
々
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
好
き
に

生
き
て
い
る
今
の
大
学
の
環
境
の
ま
ま
で
は
、自
分
は
育
た
な
い
こ

と
も
実
感
し
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、挑
戦
的
な
環
境
の
中
で
、人

の
役
に
立
つ
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
考
え
た
。そ
の
上
で
、“
何
と
な

く
”積
み
上
げ
て
き
た
物
理
と
い
う
専
攻
分
野
を
捨
て
て
、今
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
と
い
う
大
学
院
を
選
択
し
ま
し
た
。そ
れ

く
ら
い
し
な
い
と
、自
分
は
必
死
に
な
ら
な
い
し
、社
会
で
生
き
て

い
く
に
足
る
人
間
に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

大
学
院
か
ら
は
一
応
化
学
系
に
な
り
ま
し
た
が
、基
礎
知
識
は

足
り
て
な
い
わ
、先
輩
の
い
な
い
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
だ
わ
で
色
々

大
変
な
状
況
で
し
た
。
だ
か
ら
、と
に
か
く
体
当
た
り
で
実
験
を

い
っ
ぱ
い
や
っ
て
、自
分
の
方
法
論
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、最
初
は
何
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、デ
ー
タ
も
散
々
な
内

容
だ
っ
た
し
、後
に
な
っ
て
同
じ
実
験
を
や
り
直
す
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。正
直
面
倒
な
こ
と
で
、見
な
い
ふ
り
も
で
き
た
ん
で
す

が
、昔
か
ら
気
に
な
れ
ば
と
こ
と
ん
や
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
性

分
が
災
い
し
ま
し
た
。で
も
、そ
う
し
た
中
で
い
い
デ
ー
タ
が
取
れ
て

い
く
と
す
ご
く
楽
し
い
！！
研
究
結
果
を
学
会
で
発
表
す
る
と
き
も

わ
く
わ
く
し
て
ま
す
ね
。質
問
さ
れ
る
の
は
興
味
を
持
た
れ
て
い
る

証
拠
で
す
し
、海
外
の
研
究
者
と
の
や
り
と
り
は
冷
や
汗
も
の
で
す

が
、そ
の
結
果
賞
を
い
た
だ
け
た
と
き
は
感
動
し
ま
し
た
。研
究
に

お
け
る
目
的
意
識
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、自
分
の
選

択
は
正
解
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、僕
は
自
分
の
学
部
時
代
を
後
悔
し
て
い
ま
せ
ん
。あ

の
場
所
に
い
た
か
ら
こ
そ
、
僕
は
色
ん
な
こ
と
に
手
を
出
し
て
自

分
の
財
産
に
で
き
た
し
、悩
ん
で
迷
っ
た
か
ら
こ
そ
、頭
を
ぶ
つ
け
な

が
ら
も
目
標
の
大
切
さ
を
自
覚
し
て
自
分
の
選
択
が
で
き
た
の
で

す
。僕
の
人
生
に
と
っ
て
、間
違
い
な
く
必
要
な
1
ピ
ー
ス
で
し
た
。

そ
し
て
、6
年
に
渡
る
大
学
生
活
も
3
月
で
終
わ
り
、い
よ
い
よ
4

月
か
ら
メ
ー
カ
ー
で
技
術
者
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の

上
で
の
僕
の
目
標
は
、「
世
の
中
に
驚
か
れ
、愛
さ
れ
る
製
品
を
つ
く

る
」こ
と
。ア
イ
デ
ア
で
人
を
驚
か
せ
て
喜
ば
せ
る
や
り
が
い
は
、イ

ベ
ン
ト
企
画
で
感
じ
て
い
た
け
れ
ど
、そ
れ
が
製
品
と
い
う
形
で
人

の
役
に
立
ち
、愛
さ
れ
る
こ
と
が
、き
っ
と
こ
の
上
な
く
自
分
の
幸
せ

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
。

個
人
的
に
は
、今
の
僕
は
未

だ
か
が
や
く
ひ
と
で
は
な
い

け
れ
ど
、こ
の
目
標
を
し
っ
か

り
達
成
す
る
こ
と
で
、そ
う

あ
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

僕
が
社
会
人
に
な
る
と
同

時
に
光
泉
を
卒
業
し
、
目

標
に
向
か
い
突
っ
走
っ
て
い

く
実
習
時
の
教
え
子
た
ち

を
、
心
か
ら
祝
福
し
、
応
援

し
ま
す
。

「
迷
い
と
挑
戦
」

クラブ活動報告
ラグビーフットボール

アイスホッケー

放送 陸上競技

男子バスケットボール

男子テニス

２年ぶり３度目V！

 花園出場決定

4年連続インターハイ
出場決定！

9年連続全国大会出場！

11年連続11回目の優勝！

高文祭
  ２部門で優勝 女子棒高跳び

  県大会新記録で優勝

戦績
１回戦　シード校のため不戦勝 
２回戦　シード校のため不戦勝 
準決勝　光泉 70−0 東大津 
決　勝　光泉 27−0 八幡工業 

戦績

戦績

戦績

【シングルス】
優　勝　坂上　良君（2-3）
準優勝　稗島啓司君（1-2）
３　位　伊藤勇丞君（1-3）
　　　　田中雄規君（2-1）

１回戦　シード校のため不戦勝 
２回戦　光泉 156−62 伊香 
３回戦　光泉 120−54 八日市 

光泉　4−3　関大一（大阪） 
光泉　6−1　龍谷富山（富山） 
光泉　4−6　軽井沢（長野）

準々決勝　光泉 128−51 東大津 
準 決 勝　光泉 115−56 瀬田工業 
決　　勝　光泉   83−73 八幡工業 

【ダブルス】
●優勝
　坂上良君・田中雄規君ペア
●３位
　稗島啓司君・伊藤勇丞君ペア

【団体戦】
２回戦　光泉 ３−０ 守山北
３回戦　光泉 ３−１ 栗東
準決勝　光泉 ３−０ 膳所
決　勝　光泉 ３−０ 東大津
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